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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、ショウジョウバエの遺伝子「mothers against decapentaplegic」（Mad）および線虫の遺伝子「Sma」の遺伝子産物に類似したタンパク質ファミリーであるSMADに属します。SMADタンパク質は、複数のシグナル伝達経路を仲介するシグナル伝達物質および転写調節因子です。受容体制御SMAD（R-SMAD）は、TGF-β（形質転換成長因子）およびアクチビン1型受容体キナーゼによって活性化される細胞内シグナル伝達物質および転写調節因子です。TGF-βによって制御される多くの遺伝子のプロモーター領域にあるTREエレメントに結合し、SMAD2/SMAD4複合体の形成時に転写を活性化します。結腸直腸癌において腫瘍抑制因子として作用する可能性があります。負の調節因子として機能する14-3-3タンパク質YWHAQからの解離を刺激することにより、PDPK1キナーゼ活性を正に制御します。
	研究分野
	シグナル伝達
	画像データ
	

	(1) Jurkat細胞溶解物、(2) RAW264.7細胞溶解物におけるSmad2発現のウエスタンブロット解析。

